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の29年の卒業で， 34年には大学院を終えられまして， 39年からボストンの New
































































































































































2 食道癌 症例数 230例
切除例 143例（切除率63%)
A3症例 42例
A 3 （大動脈） 21例
血管処理 9例
潰蕩底遺残 11例
3 隣癌 症例数 174例
切除例 86例
門脈合併切除 28例
4 胆道癌 症例数 114例
切除例 77例
門脈合併切除 7例
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表4 大静脈再建症例
I.上大静脈再建
1 ）疾患肺癌
縦隔腫蕩
縦隔線維症
静脈血栓症
2）術式直接縫合
パッチ移植
バイパス移植
血栓摘除
Schramel手術
I.下大静脈再建
例は7例である（表3).
7. 大静脈再建
1 ）疾患後腹膜腫湯
肝部下大静脈閉塞
静脈血栓症
隣癌
2）術式直接縫合
パッチ移植
血栓摘除
模様閉塞破砕
パイパス移植
26例
12例
9例
4f9J 
1例
8例
7例
5例
3例
4例
20例
8例
6例
4例
2例
5例
6伊j
3f71J 
3伊j
3例
悪性腫蕩の増加，静脈処理の可能性ができたため，静脈再建も次第に多くなって
きている．われわれの経験は上大静脈では肺癌悪性縦隔腫蕩，下大静脈では後腹膜
腫蕩などの合併切除とともに，大静脈の再建が行われている（表 4）.静脈再建で
は直接縫合，パッチ移植が安全で開存率も高いため，多用されているが，近年では
塩化加工テフロン血管によるパイパス再建術も良好な成績となりつつある．
一般外科領域において血管を処理しなければならない機会が増加している．血管
の処理を成功させるため基本を正確に守ることが大切である．自験例として門脈圧
充進症，悪性腫蕩なとーにおける血管処理症例をあげたが，血管処理の応用を拡げる
場合，適応の決定に際しての，慎重な配慮と，遠隔成績の向上に努めることも重要
なことを述べた．
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田辺教授大変ありがとうございました．田辺教授は，この春から北大病院の
病院長を務められまして非常にご多忙でございます．加えてみなさんがご存じ
のように日本外科学会の会長といたしまして，来春の総会にむけて非常にお忙
しい中をわざわざ私共のために寸暇をさいて，貴重なお話をしていただきまし
た．ありがとうございました．最後に小津教授から閉会のこ、あいさつを申し上
げます．
